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〈活動内容〉

1. シンポジウムの開催（年1回）

2. 広報活動（通年）

3. その他（講習会の開催など）
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サイト
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歩行空間NWデータ整備システム

〈目指す拡充機能〉

歩行空間の移動円滑化
データワーキンググループ

歩行空間DX研究会

提言（R5.3）を踏まえた取組の概要

• 令和5年6月、「人・ロボットの移動円滑化のための歩行空間DX研究会」、「歩行空間の移動
円滑化データWG」、「歩行空間の3次元地図WG」を設置。

• 現地実証等を踏まえた検討結果を、整備仕様の改定やオープンデータ化を支援するための
データプラットフォーム（ほこナビDP）へ反映し、全国各地域への普及・展開を図る。

• 本施策や本施策に関連する情報を
広く周知

• 人的・組織的なネットワークを拡大

研究会の活動を通じて、

検
討
状
況
や
成
果
等
を
情
報
提
供
・フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

実証実験等を踏まえたWGでの
検討結果を、ほこナビDPの機
能拡充や、整備仕様等へ反映。

ワーキンググループ

データの整備・管理・更新・
オープンデータ化の支援
ツールとして提供（予定）。

ほこナビDP

1

３次元地図整備システム

バリアフリー施設等
データ整備システム

・３次元地図統合機能

・NWデータ整備・管理・更新機能
・市民等からの現地情報報告等機能

・施設データ整備・管理・更新機能
・市民参加等も可能なデータ整備・更新機能



１．「歩行空間の移動円滑化データワーキンググループ」
における検討状況



今年度の検討内容

本ワーキンググループの取組

構成員
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座長 別所 正博 （東洋大学情報連携学部情報連携学科 教授）

有識者    江守 央 （日本大学理工学部交通システム工学科 教授）

大西 正輝 （産業技術総合研究所人工知能研究センター
社会知能研究チーム 研究チーム長）

 岩崎 秀司 （一般社団法人社会基盤流通推進協議会 理事）

自治体  東京都 福祉保健局 生活福祉部 計画課
渋谷区 福祉部 障がい者福祉課
狛江市 福祉保健部 福祉政策課
川崎市 まちづくり局 指導部 建築管理課

事業者  JR東日本コンサルタンツ株式会社
  全日本空輸株式会社
  株式会社ナビタイムジャパン

WHILL株式会社
  LOMBY株式会社

ソフトバンク株式会社
  株式会社マップフォー
  株式会社ZMP

NPO法人ウィーログ

アドバイザー 島本 昌浩 （バリアフリー・チャレンジ！ 代表）

 瀬立 モニカ （本プロジェクトアンバサダー／パラカヌー選手）

 網本 麻里 （本プロジェクトアンバサダー／車椅子バスケットボール選手）

歩行空間ネットワークデータやバリアフリー施設等データを効率的に整備・更新・運用するための仕様の
検討や歩行空間ナビゲーション・データプラットホーム（ほこナビDP）の機能のあり方・改良方針等につい
て、実証やヒアリングを踏まえながら検討。

②バリアフリー施設等
データ整備仕様の検討

③歩行空間NWデータの効率的
な整備・更新・活用に必要とな
るデジタル基盤（ほこナビDP）

の検討

①歩行空間NWデータの
整備・更新の効率化や

利用対象の拡大に向けた
仕様改定
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①歩行空間NWデータ整備仕様の改定

＜ポイント１＞簡易な計測によるデータ整備・更新

• データ整備・更新の効率化を図るため、通行時の主なバリアとな
る 幅員・縦断勾配・段差に関する情報のみの確認とし、ランク
区分の設定により、人やモビリティの移動支援に対応できるよう
改定。

歩行空間における人・ロボットの円滑な移動の支援に向け、データ整備・更新を効率的に実施できるよう、
歩行空間ネットワークデータ整備仕様を改定。

改定のポイント

＜ポイント２＞モビリティの性能を考慮した仕様変更

• 主なバリアである「幅員」「縦断勾配」「段差」の閾値について、電動
車椅子や自動配送ロボット等の性能の違いも考慮することにより、
歩行空間を利用する人のみならずロボットに対しても活用できる
よう改定。

＜ポイント３＞モビリティ等の走行軌跡を活用した

 データ整備・更新

• ランク区分の設定により、現地調査のみで実施してきた歩行空間
ネットワークデータの整備・更新を、将来的にはモビリティ等の走
行軌跡を活用し、データ整備・更新ができるよう改定。

軌跡データ（イメージ）

自
動
更
新

電動車椅子

自動配送ロボット

AAA

AAA

ABB

ABB

SAA

SAA

SSS

ACC

ABB

歩行空間ネットワークデータ

幅員・縦断勾配・段差のランク

• ランク区分は、現地調査の結果や走行軌跡をもとに判定した、幅員・縦
断勾配・段差それぞれのランクを順に並べて、英字3文字（例：ABB)
で表現。

• 各ランクの閾値は、道路の移動等円滑化に関するガイドライン、モビリ
ティの性能などを参考に閾値を設定。

＊ 現地調査結果を基にランクを設定した場合、表中に記載されている各ランクの閾値全てを参照。走行軌跡を基にランク
を設定した場合、各項目において正確な値を把握できていないため、赤字部のみに読み替える（例：段差「 2cm～
5cm以下」は「～5cm以下」）。

幅員 縦断勾配 段差

S
2m以上

（離合可能）
0%

（平坦）
0cm

（段差なし）

A 1m以上～2m未満
（通行可能）

0%～5%以下
（道路の移動等円滑化に関
するガイドラインに適合）

0cm～2cm以下
（道路の移動等円滑化に関
するガイドラインに適合）

B －
5%～8%以下

（道路の移動等円滑化に関
するガイドライン等に適合）

2cm～5cm以下
（電動車椅子で通行可能）

C 1m未満
（モビリティで通行可）

8%～18%以下
（一部モビリティで通行可

能）

5cm～10cm以下
（一部モビリティで通行可

能）

Z 1m未満
（通行不可）

18%より大きい
（通行不可）

10cmより大きい
（通行不可）

X 不明 不明 不明

電動車椅子の通行実績あり
→ランク区分：ABB手動車椅子の通行実績あり

→ランク区分：AAA

モビリティの通行実績あり
→ランク区分：ACC



歩行空間NWデータ（リンク）定義
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「ランク区分」は通行判定に最低限必要な情報として、第一層に定義。2018年度版の整備仕様で第一層に入れている情報
項目（ネットワーク図形を表す項目ID、リンク延長は除く）は、第二層に移行。第二層は、想定するサービス内容などに応じ
て、整備者の判断で取捨選択する情報項目として定義。また、現地調査結果、走行軌跡どちらでデータ整備するかによって
ランクの解釈が異なるため、「ランク区分」と合わせて「ランク区分設定方法」を第一層に定義。

情報項目 属性情報（選択肢） 第一層 第二層

ランク区分
幅員、縦断勾配、段差の順でランクを英字3文字で表現
ランク：S／A／B／C／Z／X

● －

ランク区分設定方法
（幅員、縦断勾配、段差）

幅員、縦断勾配、段差の順で区分の設定方法を数字3文字で表現
1. 現地調査／2. 走行軌跡

● －

リンク作成・更新日
リンクの作成・更新を行った最終日付をYYYY-MM-DDで表現（例：2024-06-
28）

●

経路の構造

車道と歩道の物理的な分離あり／車道と歩道の物理的な分離なし／横断歩道／
横断歩道の路面標示の無い道路の横断部／地下通路／歩道橋／施設内通路／
その他の経路の構造／不明

－ ●

経路の種別
対応する属性情報なし／動く歩道／踏切／
エレベータ／エスカレータ／階段／スロープ／不明

－ ●

方向性 両方向／起点より終点方向／終点より起点方向／不明 － ●

幅員 1.0m未満／1.0m以上〜2.0m未満／2.0m以上～3.0m未満／3.0m以上／不明 － ●

縦断勾配

5%以下／5%より大きい~8%以下（起点より終点が高い）／5%より大きい~8%以
下（起点より終点が低い）／8%より大きい～18%以下（起点より終点が高い）／8%
より大きい～18%以下（起点より終点が低い）／18%より大きい（起点より終点が高
い）／18%より大きい（起点より終点が低い）／不明

－ ●

段差
2cm以下／2cmより大きい～5cm以下／5cmより大きい～10cm以下／
10cmより大きい／不明

－ ●

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

新規定義

ランク区分
に合わせて、
属性情報を
変更

－ 歩行空間NWデータ（リンク）の情報項目及び属性情報 －

＊情報項目のうち第一層のランク区分と第二層の幅員・縦断勾配・段差は、どちらか一方の整備でも構わない。ほこナビDPに、第二層に入力された幅員・縦
断勾配・段差から、第一層のランク区分に変換する仕組みを組み込む予定。

＊自動配送ロボット等の走行に活用する場合には、第二層にある経路の構造及び経路の種別、方向性を整備することを推奨する。



各階層データの活用イメージ
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第1層

-情報項目-
ランク区分、

ランク区分設定方法

第2層

-情報項目-
経路の構造・種別、幅

員、縦断勾配、
段差、信号機の有無・
種類、誘導ブロック、

屋根の有無、等

バリアフリーナビ（簡易版※「通れたマップ」のイメージ）
［使用データ例］通行・走行能力別のランク区分データ

バリアフリーマップ
［使用データ例］幅員・縦断勾配・段差

の他、誘導ブロック・エレベーター、踏
切、信号、屋根の有無、路面状況、バ
ス停等（歩道上の有無） バリアフリーナビ（詳細版※従来か

らのサービスイメージ）

［使用データ例］左記に同じ
［信号等の位置情報の精度］
歩道上の有無

ガイドマップかわさき バリアフリーマップ
（川崎市）

Japan Walk Guide
（日本電信電話株式会社）

バリアフリーナビ（高精度測位版）

［使用データ例］左記に同じ
［信号等の位置情報の精度］
緯度軽度で表現

第3層

＊データ整備者にて
独自に情報を追加

＊より詳細なバリアや施設データを含む
ルート情報やナビ等を提供

＊測位技術の向上と、視覚障害者
が移動する上で必要な情報を合
わせることで、視覚障害者向けナ
ビを提供できる可能性

＊自治体が提供するバリアフリーマップの作成

＊ランク区分別のルート情報やナビ等を提供

ランクSSS

ランクAAA

ランクAAB

ランクABB

自動配送ロボット等への活用
［使用データ例］通行・走行能力別のラ

ンク区分データ、経路の構造、経路の
種別、方向性等

＊自動配送ロボット等が通行可能
な経路情報等の提供



＜ポイント１＞全国共通の標準的なデータフォーマット

• 自治体、施設管理者等による情報の提供方法、内容等のバラつき
を解消するため、全国共通の標準的なデータフォーマットを作成。

• 先進事例への対応により、整備すべきデータ項目の漏れを無くし、
かつ既に整備・管理されているデータを極力そのまま活かせるよ
う対応。

②バリアフリー施設等データ整備仕様の検討

誰もが使い勝手のよいバリアフリー施設等の情報を全国で利用できるよう、バリアフリー施設等データの
標準化を検討。

ポイント

＜ポイント２＞写真による簡易なデータ整備への対応

• 従来の整備仕様の詳細調査を必須とせず、写真のみによる簡易な
データ整備も可能とすることで、施設利用者やボランティアによる投
稿の他、AIによる施設・設備等の判定によるデータ整備にも対応。

• ほこナビDPに「市民参加等も可能なデータ整備・更新機能」のプロト
タイプを構築予定

データの構成

• 施設※1・内部施設※2 ・バリアフリー施設※3の３つで構成。
• 「施設」データの整備は基本とし、「内部施設」と「バリアフリー施設」の

各種データの整備については、データ整備者の判断で整備を行う。
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①施設 ①BFトイレ

②BF対応
エレベーター

③車椅子使用者用
駐車施設等

施設 内部施設 バリアフリー施設

利用時間

①トイレ

②エレベーター

③駐車場

⑤出入口

⑥その他施設

④乳幼児用
施設

■既存の先進フォーマット
を包括（イメージ）

■写真だけの簡易データ
整備も可能に

※1 施設データ：各施設のID、所在を示す基本情報、トイレやエレベーター、駐車場などのバリアフリー対応の有無などに関する情報

を定義 【対象】公共施設、交通施設、商業施設、観光施設、公園・運動施設、等

※2 内部施設データ： (1)トイレ、 (2)エレベーター、(3)駐車場、(4)乳幼児用施設、(5)出入口、(6)その他施設 におけるバリアフ
リー対応の有無に関する情報を定義 

※3 バリアフリー施設データ：(1)バリアフリートイレ、(2)バリアフリー対応エレベーター、(3)車椅子使用者用駐車施設等におけるバリアフ
リー対応などに関する詳細項目を定義。「内部施設」データのうち、バリアフリーに対応している範囲が分けられている場合に作成
【対象】バリアフリートイレ、バリアフリー対応エレベーター、車椅子使用者用駐車施設等



第一層

バリアフリーに関する
標準的な情報項目

第二層

第一層に加え、
あると望ましい情報項目

第三層

＊データ整備者にて
独自に追加

現 在
(R6第1回WG提示案）

優先項目
基本情報（名称､緯度経度､等）

写真

改定後

ヒアリングの実施結果を踏まえたデータ構成（案）

各施設データの構成は、整備のしやすさや当事者団体等へのヒアリングを踏まえ、優先項目を写真と
し、その他の情報項目については、データ整備者の判断により整備を行う。

◎建築設計標準等の各種基
準類やヒアリング等により整
理した優先度の高い情報項目

〇上記以外に、
あると望ましい情報項目

データ整備者にて
独自に追加

データ整備者の
判断により整備
する情報項目



施設
データ

施設
内部施設
BF施設
データ

基本情報、写真 基本情報、写真に加え、その他の情報項目 左記に加え、歩行空間NWデータ
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バリアフリー施設等データの活用イメージ

バリアフリーナビ※1

より詳細なバリアや施設データを含むルート
情報やナビ等を提供

バリアフリートイレ

授乳室・おむつ交換台

子育て支援マップ

調乳用のお湯

シンク・洗面台

男性の立ち入り

バリアフリートイレ

バリアフリーマップ

※1（写真）：東京都オープンデータ 車椅子使用者対応トイレのバリアフリー情報
※2（写真）：国土交通省「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」
※図中の地図：地理院地図に独自情報等を追記して掲載

※2

簡易な施設案内※１ 施設案内（従来からのバリアフリーマップ） ※１

： 使用データ（例）

施設の場所、写真による外観、施
設内を紹介

施設のバリアフリー関連設備の紹介

最寄りのトイレ案内

目的地、目的地までの途中に、使用したい設備
が整っているトイレの有無、2階以上にあるトイ
レまでの移動可否を紹介

大型商業施設の入口案内

複数の入口がある大型商業施設までの経路案
内の際、最短の入口を紹介（エレベータ等の情
報を加えて、エレベータ近くの入口を紹介）

子育て家族向けの案内※2

授乳室、おむつ替えコーナー等の有無を紹介整備データの種類に応じて、トイ
レ、駐車場、乳幼児用施設それぞ
れを紹介

施設データ（基本情報、写真）
施設データ（基本情報、写真、車椅子使用者用トイレ、
車椅子対応エレベーター、授乳室）、等

施設データ（基本情報）、乳幼児用施設（写真、授乳
室、おむつ替えコーナー）、等

施設データ（基本情報、写真、車椅子使用者用トイレ、
車椅子対応エレベーター、授乳室） 、NWデータ、等

施設データ（基本情報）、トイレ・BFトイレデータ（写
真、車椅子使用者用トイレ、オストメイト）、BFエレ
ベータデータ（写真、籠の幅･奥行）、NWデータ、等

施設データ（基本情報）、出入口データ（写真、幅員、
段差）、NWデータ



③歩行空間NWデータの効率的な整備・更新・活用に必要となるほこナビDPの検討

10

昨年度構築したほこナビDPプロトタイプシステムを用いて、歩行空間ネットワークデータ（NWデータ）
の整備・更新及び３次元地図の整備の実証を行い、システムの機能性や操作性の確認を行うことで、シス
テムの運用方法の検討やシステム改良点を把握する。

自治体保有の3次元点群データと、ハンディ型LiDARやスマー
トフォンを用いて取得する3次元点群データの統合と管理によ
る3次元地図整備実証

実証③：
3次元地図整備実証

自動生成した形状データと、簡易計測により収集するバリア（段
差・縦断勾配・幅員）情報を用いて、NWデータ整備仕様（2024
年7月版）に基づいたNWデータ整備実証

実証①：
ランク設定によるNW
データ整備実証

スマートフォンで収集した走行軌跡データ等を用いた、NWデー
タの整備実証

実証②：
走行軌跡データ等を用い
たNWデータ整備実証

移動円滑化データWG



11

ランク設定によるNWデータ整備実証 実施内容

11

プロトタイプを構築したNWデータ整備システムを用いて、NWデータ整備仕様（2024年7月版）に基づい
た、ランク設定によるNWデータの整備実証を実施。

実施概要 検証事項（実証イメージ）

目的

NWデータ整備システムの実運用に向けて、
NWデータ整備仕様（2024年7月版）に基
づいたデータ整備実証を行い、システムの
改良点や運用面の課題を整理

実施
事項

以下の項目について検証

・NWデータ整備・管理・更新機能を用いた、
形状データの自動生成

・市民等からの現地情報報告等機能を用い
た、自治体職員によるデータ整備

＊現地調査でのバリア情報（段差・縦断勾配・幅員）
の収集を合わせて実施

場所 東京都渋谷区（渋谷駅周辺）

時期 11月21日（木）13時～

・国土地理院の基盤地図
情報の歩車道の情報を
基に、形状データを自動
生成。

・現地調査で確認する
段差・縦断勾配・幅員の
結果を基に、形状データ
に「ランク区分」を入力

＊ 自動生成した形状データの
整形、修正をあわせて実施

■形状データの自動生成

■NWデータ整備（現地実証）

現地調査

NWデータ整備・管理・更新機能
による自動生成処理

市民等からの現地情報報告等機能
を用いた手動によるデータ整備



ランク設定によるNWデータ整備実証 結果
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自治体職員によるランク設定によるNWデータ整備については、講習や解説を行うことにより、市民等から
の現地情報報告等機能を利用して整備できることを確認。
引き続き、システムの機能改善の他、データ整備・運用や普及展開に向けた検討を実施。

システムの機能性・
操作性

データ整備・
システムの運用

自治体への
普及展開

リンクの選択・追加・分割・
属性入力などの操作にお
ける機能改善やデータ入
力の効率化に向けた検討
が必要。

研修や解説によるデータ
整備への継続的なサポー
トの検討や客観的な整備
手法の検討が必要。

NWデータの活用事例や
データ整備の意義、効果な
どを提示し、継続的なデー
タ整備を促す必要。

実証の様子

歩行空間の幅員・縦断勾配・段差の現地計測と、
システムを用いたNWデータの整備を実施



走行軌跡データ等を用いたNWデータ整備実証 実施内容
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実施概要

目的
走行軌跡データ等を用いたNWデータ整備
に関する技術検証を実施し、NWデータ整備
における課題や留意点等を整理。

実施
事項

・WheeLog!アプリで生成する車椅子の走
行軌跡データを収集。

・スマートフォンを持った現地歩行による軌
跡データの収集、後に実施するマップマッチ
ングの検証のため、歩行経路の記録も実施。

・収集した軌跡データと、NWデータ（形状
データ）のマップマッチングを実施。

場所 神奈川県横須賀市

検証事項（実証イメージ）

時期 10月～12月

※ 出典（https://jp-store.whill.inc/model-c2-all.html）

スマートフォン

走行軌跡データ

NWデータ

マップ
マッチング

NWデータの整備
（ランク区分の設定）

NWデータ（形状データ）

※

スマートフォン
（WheeLog!アプリ）

プロトタイプを構築したNWデータ整備システムのNWデータ整備・管理・更新機能等を用いて、スマー
トフォンで収集した走行軌跡データ等を用いて、NWデータの整備実証を実施。

https://jp-store.whill.inc/model-c2-all.html


WheeLog!アプリの走行軌跡データの特性
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• アプリ利用者が所有している様々なスマートフォンを用いて、手動・電動車椅子の走行軌跡データ
が収集されている。

• 全体的にばらつきが大きいデータが多く、マップマッチングに適さないデータも見受けられる。

経路数 43走行シーン

走行距離 48㎞

期間 2018年9月～2021年3月

座標精度 10～15m程度
2019/05/12時点サンプル

座標精度 5m程度
2021/03/14時点サンプル



現地歩行で収集した軌跡データ
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スマートフォン（Google Pixel 7）を持って現地を歩き、軌跡データを収集。比較的、移動経路に
沿ってデータが分布している。

‒ どの道路を移動したのかを判別可能だが、道路の両端に歩道がある場所では、高層建物の有無など
周辺環境によって、どちらの歩道を移動したのか判断が困難な場合がある。

歩道橋エレベータ

アーケード

高層隣接

上空障害無し

両側歩道

経路数 14走行シーン

走行距離 6.15㎞

期間 2024年11月22日

低層地域



走行軌跡データ等の特性
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収集した走行軌跡データ等の特性（精度、形式等）を整理。

WheeLog!アプリで
生成したデータ

現地歩行により
収集したデータ

（参考）自動走行ロボット
の走行軌跡データ

データ取得元 NPO法人ウィーログ 現地走行により取得 SoftBank社

機材種別 スマートフォン（アプリ利用者所有） Google pixel 7 自動走行ロボット

走行位置取得方式 単独測位 or DGNSS方式等と想
定

DGNSS方式 3次元地図とのマップマッチ
（自己位置推定）

データ形式 JSON形式 gpx形式 CSV形式（独自型式）

データ取得間隔 5m～15m 5m間隔 10cm間隔

位置精度 5～15メートル相当 数メートル相当 数㎝相当

収集エリア・走行シーン 横須賀どぶ板通り
43走行シーン 48㎞

横須賀どぶ板通り
14走行シーン 6.15km

川崎市駅前
2走行シーン 1.06km

取得属性
（ヘッダ情報）

ファイル名、公開/非公開
開始・終了時刻、走行時間
車椅子の種類（電動・手動）

ファイル名 ファイル名

取得属性
（位置座標）

座標位置（緯度、経度） 座標位置（緯度、経度、標高)
取得時刻

座標位置（緯度、経度、標高)
取得時刻

特徴 複数のGNSS機器が混在して収集、
実走行ルートは把握できない

現地計測しており、実走行
ルートも把握済み

予め計測された３D点群デー
タを利用し位置合わせを行っ
ており高精度



マップマッチングにおけるフィルタリング方法の確認
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走行軌跡データ等と形状データの一致度合いを確認し、フィルタリングの閾値を検討。最も走行回数
の多い下記箇所において、すべての走行軌跡データ等の歩道からの誤差（標準偏差）が3.6mのため、
この数値を閾値として使用。

＊標準偏差3.6ｍを超えない区間
が50m（1街区相当）継続した場
合のみ信用できる走行軌跡と判
断しフィルタリングを実施。

＊複数回マップマッチングを試行し
た結果、閾値として50mを採用。 フィルタリング後に残すデータ

フィルタリング後に削除したデータ

歩道からの
乖離距離(m)

座標点数 ±3.6m

［使用データ］WheeLog！の走行軌跡データ、現地歩行収集データ



マップマッチング結果の評価
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移動経路を把握している現地歩行により収集した軌跡データについて、マップマッチング結果の評価を
実施した。

‒ 隣接して並走する歩道が存在する場合に誤りが発生。 

‒ 82.3%の割合で、正しくマップマッチングができていることを確認。

隣接して並走する歩道あり

アーケー
ドあり

＊実際に歩いた箇所に対して、正しくマッチ
ング出来た確率を集計して色分けで表示。

【凡例】
マップマッチングの正しさ

0 ～ 20%
20 ～ 40%
40 ～ 60%
60 ～ 80%
80 ～100%

［使用データ］現地歩行により収集した軌跡データ



マップマッチングの誤り箇所（例）
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歩道が並走している場所のうち、特に交差点部等で、軌跡データと交わるリンクが存在するケースにお
いて、正しくマップマッチングができないことが確認された。

‒ 以下の追加情報が利用可能であれば、さらに高精度化が検討可能。

‒ 座標取得時刻・方位角：移動速度や移動方向：実際に移動した経路へのマップマッチングの成功率が向上する可能性が
ある（カーナビのマップマッチングでも利用）。

‒ 座標精度が判断可能な属性（GNSS可視衛星数等）：精度が悪い軌跡データをフィルタリングしたり、精度の良いデータ
を重み付けすることでマップマッチングの失敗を回避できる可能性がある。

実際の移動ルートでは直進しているが、軌跡データでは
直進ルートからの誤差が大きくなったため、横断歩道を
示す形状データにマップマッチングされる。

実際の移動ルートでは右折しているが、軌跡データは
直進しているため、それに沿った形状データ（リンク）に
マップマッチングされる。

［使用データ］現地歩行により収集した軌跡データ



走行軌跡データ等を用いたNWデータ整備実証 まとめ
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•WheeLog！：異なる機種により生成し
たデータが混在し、精度にバラつきあり。

•現地歩行：数メートルの座標誤差があり、
上空視界に応じて精度が変化する。

①走行軌跡データ
等の特性確認

•フィルタリングにより、利用できない
データ（低精度・欠落）を除去することで、
マップマッチングが妥当に実施できるこ
とが確認できた。

②マップマッチング
実施方法
の確認

•約8割で正しくマップマッチングできて
いることを確認。

•隣接して歩道が並走する場所では、並走
するもう1つの歩道を示す形状データに
マップマッチングするケースがあった。

③マップマッチング
実施

確認結果 実運用に向けた課題

•マップマッチングの精度向上等のための、
収集・分析対象とするデータ量の追加が
必要。

走行軌跡データ等を用いたNWデータ整備を実現するためには、統計的な手法を用いて通行した歩道
を判断する手法等の検討を行い、マップマッチングの精度を向上させる必要がある。

•精度向上のために、統計的な手法を取り
入れた検証が必要。

•精度向上のため、座標の取得時刻や方位
角、衛星測位数等を含んだデータを用い
ることも選択肢として検討する。

•収集する機種ごとにデータ仕様が異な
るため、データ受け渡しのルール等の検
討が必要。

多種多様なモビリティでNWデータの整備が実現できるよう、様々な自動走行ロボット
等の軌跡データを用いた技術検証も検討が必要。

上記に加え、



２．「歩行空間の3次元地図ワーキンググループ」
における検討状況



本ワーキンググループの取組
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• ３次元点群データは、取得機器・方法とデータそのものの品質によって多様なデータが存在。

• 自動配送ロボットの走行に必要なデータ整備・更新への活用や歩行空間NWデータ（バリア情報と形状
データの抽出とそれらの統合）の自動生成への活用について検討。

今年度の実施内容構成員

座長 佐田 達典 （日本大学理工学部交通システム工学科 教授）

有識者    田中 圭 （日本大学経済学部 専任講師）

中村 良介 （産業技術総合研究所情報・人間工学領域
地理情報科学研究チーム 研究チーム長）

 岩崎 秀司 （一般社団法人社会基盤流通推進協議会 理事）

自治体  東京都 建設局 道路管理部保全課
静岡県 デジタル戦略局

関係省庁 国土交通省 道路局 企画課 評価室
国土交通省 国土地理院 企画部 地理空間情報企画課

事業者  LOMBY株式会社
ソフトバンク株式会社

  株式会社マップフォー
  株式会社ZMP

◼ 3次元点群データ収集

◼ 3次元地図整備

ベース点群は既存の
MMSのアーカイブ
データを活用

利用センサー
• ハンディLiDAR
• スマートフォン

フィルタリング・統合等の3次元点群加工 •統合処理、フィルタリング等の
３次元点群データ加工を実施

•点群の収集⇒編集⇒公開のデー
タ管理を3次元地図整備システ
ムで実施

•スマートフォン、ハンディLiDAR
で既存データに不足している歩道
部の3次元点群データを取得

•静岡県が公開する既存の3次元点
群データをベース点群として活用

自治体職員による様々な３次元点群データの加工処理等の実証



ほこナビDPシステムを用いた実証について
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昨年度構築したほこナビDPプロトタイプシステムを用いて、歩行空間ネットワークデータ（NWデータ）
の整備・更新及び３次元地図の整備の実証を行い、システムの機能性や操作性の確認を行うことで、シス
テムの運用方法の検討やシステム改良点を把握する。

自治体保有の3次元点群データと、ハンディ型LiDARやスマー
トフォンを用いて取得する3次元点群データの統合と管理によ
る3次元地図整備実証

実証③：
3次元地図整備実証

自動生成した形状データ※と、簡易計測により収集するバリア
（段差・縦断勾配・幅員）情報を用いて、NWデータ整備仕様
（2024年7月版）に基づいたNWデータ整備実証

実証①：
ランク設定によるNW
データ整備実証

スマートフォンで収集した走行軌跡データ等を用いた、NWデー
タの整備実証

実証②：
走行軌跡データ等を用い
たNWデータ整備実証

3次元地図WG

※バリア情報を含まない歩行空間のネットワークデータ（旧：針金データ）

再掲



歩行空間の3次元地図整備実証 実施内容
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プロトタイプを構築した3次元地図整備システムを用いて、自治体保有の３次元点群データと、
ハンディLiDARやスマートフォンを用いて取得する３次元点群データの統合による３次元地図整備実証

実施概要

目的

3次元地図整備システムの実運用に向けて、
自治体職員による、３次元点群データの取
得、加工などの実証を行い、課題を整理。
課題の整理にあたっては、職員のスキルや
業務量を踏まえた検討を実施

実施
事項

自治体職員により、以下の３つの項目を実施
・3次元点群データ取得
・３次元点群データのフィルタリング・統合処理
・システムを利用した3次元点群データ管理

場所
静岡県沼津市
（協力：静岡県、沼津市、静岡市、三島市）

検証事項（実証イメージ）

日程
2024年11月18日（月）、19日（火）
２日間

◼ 3次元点群データ収集

◼ 3次元地図整備

ベース点群は既存の
MMSのアーカイブ
データを活用

利用センサー
• ハンディLiDAR
• スマートフォン

フィルタリング・統合等の3次元点群加工

点群管理

•統合処理、フィルタリング等の
３次元点群データ加工を実施

•点群の収集⇒編集⇒公開のデー
タ管理を3次元地図整備システ
ムで実施

•スマートフォン、ハンディLiDAR
で既存データに不足している歩道
部の3次元点群データを取得

•静岡県が公開する既存の3次元点
群データをベース点群として活用



歩行空間の3次元地図整備実証 概要

25

・本実証の参加協力者は４自治体、計７名となった。
・実証場所は、昨年度の実証では検証していない広い歩道（歩道幅員５m以上）がある沼津駅前ロータリーと
上空が開けており、比較的精度よくデータ取得が可能と考えられる歩道（４車線道路の県道）の２か所を選定。

参加自治体

① 静岡県 １名
② 静岡市 １名
③ 三島市 ３名
④ 沼津市 ２名

運用実証の風景

実施場所

静岡県提供
MMSデータ
（ベース点群）

エリア
②

エリア
①

実証エリア①:沼津駅前ロータリー
広い歩道（5ｍ以上）があり、
ベース点群では広範囲が欠損。
沼津駅西側のロータリーのデータ
を取得

実証エリア②: 4車線道路（片側
2車線）の県道
数ｍの歩道がある道路。アーケー
ドなどはなく、GNSS受信も良好。
歩道の植栽や電気設備などの欠
損箇所をデータ取得



実証の状況 （動画）

26



歩行空間の3次元地図整備実証 まとめ
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自治体職員が３次元点群データの取得、加工、管理を行う場合、３次元地図整備システムを利用することで 
効率的に対応可能であることを確認
データを整備する上では、ベース点群の整備、データ取得や統合処理の計画や指示出し、高精度な統合処理
は自治体職員だけではハードルが高い

自治体職員でも実施可能な項目 自治体職員だけではハードルが高い項目

データ
取得

データ
加工

データ
管理

• ハンディLiDAR、スマートフォン等の簡易        
センサーを利用したデータ取得

• 3次元地図整備システムへの計測データの    
アップロード

• ベース点群の整備
• ベース点群を考慮した計測計画の策定
• 高精度な計測

（公共測量と同等な位置精度が必要な場合など）
• MMS等より高度な計測センサーでの計測

• フィルタリング処理
• 統合処理
• 座標変換処理

⇒トレーニングを積めば、職員でも対応可能

• 高精度な統合処理（複数の点群データを較差    
数cmの誤差で統合 等）

• 複雑な統合処理※が必要の場合、統合計画の策定
• 作業自体はトレーニングを実施すれば可能だが、 

業務対応するには体制確保などの課題有り

• アップロードデータの確認、ダウンロード
• データの公開へのステータス切替え

• データ公開してよいかの判断
• クラウドシステムの運用（セキュリティの安全性

確保、障害発生時の対応、問合せ対応 等）

その他
課題

• 自治体での利用においては計測センサーや利用するPCの調達（予算措置も含め）も課題

※ベース点群が複数ある場合の取扱いや
 統合後の点群データのつなぎ合わせ等の統合処理



３．「歩行空間ナビゲーションデータプラットフォーム」
（ほこナビDP）のプロトタイプ構築について
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• ほこナビDPは、歩行空間における移動支援サービスの普及・高度化を促進するため、歩行空間NWデータの効率的な整
備・管理・更新や自動配送ロボット等の走行に活用できる３次元地図の統合処理、バリアフリー施設等データの整備・管
理・更新の効率化・簡素化のための機能を持つシステム（現行版はプロトタイプ）。

• 今後、自治体等への支援ツールとして広く活用していただくため、試行利用の場を増やし、操作性や機能性の改善を図る。

バリアフリー施設等
データ整備システム

3次元地図
整備システム

オープン
データ
サイト

各種点群データ

各種点群の統合

3次元地図
（統合済みデータ）

3次元地図基盤地図情報、
航空写真、等

NWデータ

【NWデータ整備・管理・更新機能】
3次元地図（点群）、既存の地図デー
タや航空写真データ等を用いて、
NWデータを整備・更新する機能

【市民等からの現地情
報報告等機能】

現地調査、市民投稿等
により得た情報をもと
にNWデータを整備・管
理・更新する機能

【施設データ整備・     
管理・更新機能】

バリアフリー施設等の
情報を収集のうえ、施設
データを整備・管理・更
新する機能

【３次元地図統合機能】
様々な点群データを統合し、
3次元地図を整備・管理・更新
する機能

施設データ

★

★

★

★ ★

各種作成データ

各システムで作成した
データを公開・提供

施設データの整備
（新規作成・管理・更新）

NWデータの整備
（新規作成・管理・更新）

形状データ※・バリア抽出
・統合

プログラム処理でデータを作成の上、必要に応じて手動操作によるデータの編集を実施する。

歩行空間ナビゲーションデータプラットフォーム（ほこナビDP）の機能

歩行空間NWデータ
整備システム

※バリア情報を含まない歩行空間のネットワークデータ（旧：針金データ）

【市民参加等も可能な
データ整備・更新機能】
市民参加等によりバリア
フリー施設等のデータを
簡易に整備・更新が出来
る機能

施設データの整備
（新規作成・更新）

プロトタイプ構築予定



４．広報活動（歩行空間DX研究会の活動等）の
実施状況の報告



今年度の広報活動について

31

• シンポジウム開催などの歩行空間DX研究会としての活動を引き続き展開。
• 自治体や民間事業者、障害者団体、一般市民含め広く認知度を上げるため、X（旧Twitter）やHP、

シンポジウムなどにより効果的な広報を実施。

広報活動の体系フロー

歩行空間DX研究会 研究会HP、関連情報の提供

シンポジウムの開催

⚫ 通年の情報発信

⚫ 年1回程度開催
⚫ 施策関係者のNW拡大
⚫ 意見交換の場の提供

⚫ シンポジウムへの参加
⚫ G空間EXPOの展示パネルへのコメント提供

施策としての広報 X（旧Twitter）

アンバサダー

国交省HP

⚫ ポスト投稿

⚫ プレス報道
⚫ 新着情報掲載

イベント・学会への参加
⚫ 土木計画学秋大会
⚫ G空間EXPO



歩行空間DX研究会シンポジウムについて
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• 研究会の活動として、第2回「歩行空間DX研究会シンポジウム」を令和7年1月23日に開催。
• 『持続可能な移動支援サービスの普及・展開に向けて』をテーマとし、有識者、民間事業者、

行政等の関係者にご登壇いただき、基調講演、取組紹介、パネルディスカッション等による
意見交換・情報共有を実施。

⚫ 第2回 歩行空間DX研究会 シンポジウム

～ 「持続可能」な移動支援サービスの普及・展開に向けて ～

⚫ 開催日程 ：令和７年１月２３日（火）１４：００～１６：３０

⚫ 会 場 ：東洋大学 INIAD／オンライン（同時配信）

参加方法 来場 オンライ
ン

合計

事前
申込人数 47 345 392

当日
参加人数 35 226 261



【参考】シンポジウム参加申込数の推移（業種別・累計）

33

• 建設業や建築設計業をはじめ、各業種や自治体等の幅広い参加申込があった。

建築設計業, 8%

建設業, 18%

情報通信業, 7%

製造業, 7%

シンクタンク・マーケティン

グ・調査, 7%旅行・観光, 0%

不動産, 1%
金融業, 1%

空輸, 1%
官公庁, 8%

自治体, 7%

大学, 6%

その他サービス, 15%

その他団体, 9%

個人, 5% 建築設計業

建設業

情報通信業

製造業

シンクタンク・マーケティング・調査

旅行・観光

不動産

金融業

空輸

官公庁

自治体

大学

その他サービス

その他団体

個人

【凡例】



開会〜第1部 プロジェクト紹介・プレゼンテーション
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研究会会長の小善政策統括官から本プロジェクトが全国各
地に浸透し、持続可能なものとしていくために皆様と議論
していきたいと開会挨拶をした。

開会挨拶
国土交通省 小善政策統括官

取組報告：歩行空間の移動円滑化データ
ワーキンググループ

東洋大学 別所教授

プロジェクト主旨説明
東洋大学 坂村機構長

取組報告：歩行空間の３次元地図
ワーキンググループ

日本大学 佐田教授

研究会顧問の坂村機構長から本プロジェクトの主旨として、
情報を公開するオープンアプローチで行政効率化とサービス
向上を両立させることの重要性についてご講演いただいた。

別所教授から歩行空間ネットワークデータやバリアフリー
施設データ等を効率的に整備・更新・運用していくための
仕様改定やデータ整備プラットフォーム（ほこナビDP）
についての検討状況を報告いただいた。

佐田教授から3次元点群データの複数の取得方式やその処
理技術の進展、自治体職員等によるデータ取得・加工・管
理の実証を踏まえたデータ整備の効率化に関する検討状況
を報告いただいた。



第2部 パネルディスカッション
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坂村機構長をコーディネーターとした
パネルディスカッションや会場からの
質問も交えた意見交換が行われた。

日本と海外のバリアフリー対
応状況の違い、プロジェクト
に関わってきた思いなどをご
紹介いただいた。

川崎市 植野氏

全日本空輸 大澤氏 WHILL 池田氏
アンバサダー 網本氏
（リモート登壇） 国土交通省 松田氏

仙台バリアフリーツアーセンター
岩城氏

デジタル環境は整いつつあり、
知恵と協力とその環境を活用
して普及させていくことが重
要だと発言した。

障がい者・高齢者等のバリア
フリー旅行相談の取組や実際
の旅行時の課題などについて
ご紹介いただいた。

川崎市におけるバリアフリー
基本構想の策定やバリアフ
リーマップの更新などの取組
についてご紹介いただいた。

誰もが移動をあきらめない世
界を目指したUniversal MaaS
の取組をご紹介いただいた。

近距離モビリティ「WHILL
（ウィル）」の開発および
サービス展開についてご紹介
いただいた。

アンバサダー 瀬立氏
（動画コメント）コーディネーター：坂村機構長

科学技術の進歩により「私たちの
障がいが障がいでなくなる未来が
来るのではないか」という期待感
をご発言頂いた。



シンポジウム参加者からのアンケート回答（抜粋１/2）
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シンポジウム参加者を対象に歩行空間DXの取組についてアンケート（自由記述）を実施。
本プロジェクトの取組やシンポジウムに対して、ポジティブな意見が多かった。障がい者だけではなく、高齢者、ベビーカー
利用者などを含め、さまざまな分野の取り組みを連携していく必要があるというご意見も頂いた。

MaaSをユニバーサル化するという発想は尤もと感じた。地図を紙ベースで作るだけでなく、WEB化することは、使い
勝手を向上するいい手法と感じた。特に、３D 情報を表現する上では、WEB化は必須と思う。ハードの用意と案内の一
元化に向け、国・自治体・民間が連携して早期実現を期待する。

登壇者が多様で、多角的な意見を聞けて非常に参考になった

データの公開と利用，フォーマット統一の重要性を確認できました．

人口の高齢化が進む中、些細なバリアーが問題になり、高齢者他の方が外出を控える例がある。まちづくりにおけるこ
の改善に、当社も携わっており、知見を得たい。

今回のシンポジウムを聴講して、DXの推進には民間企業と公共団体の協力が重要となると感じた。

福祉と交通部門の連携の難しさを感じています。自治体職員として正直、耳が痛かったです。

取組自体はとても有益だと思います。ただ、歩行空間を利用するのは障害を持った人ばかりではなく、妊婦さんやベ
ビーカーを使わなければならないお母さんも非常に困っているのではと思います。実際にベビーカーを押してもらうと
わかりますが、ちょっとの段差でも車輪が引っかかって段差を超すことができません。鉄道の駅も空港も決してお母さん
方にとって、心地の良い空間になっておりません。子育て世代にとってももっと利用しやすい空間の提案が必要かと思
います。

「歩行空間DXに関する取組について、良い点や今後に向けた改善点を自由にご記入ください」（抜粋１/2）



シンポジウム参加者からのアンケート回答（抜粋２/2）

37

点群データやオープンデータの活用により、歩行空間のバリアフリー化に寄与する事例や、バリアフリーマップに関する
今後の動き等、最新の歩行空間のバリアフリー化に係る事例を多角的に知ることができた。

歩行者以外に歩行空間を利用する多様な移動ツールが増えてきていると感じます。歩行空間の円滑さを維持するため
に何か対策が必要と感じます。

人間（ユーザー／サポーター）・空間・移動手段・システム・情報などのマッチングがうまくいくことがベストだろうが、どの
部分を突破することから始めるのがベネフィットを早く提供できるのか、地域の実情に即して考えたい。

歩行空間に関するデータの整理や誰もが移動しやすい情報、物的環境の整備に向けた取り組みは、非常に重要であると
思います。様々な分野の取り組みが連携しながら、移動が困難な方にとっても健常者にとっても、移動しやすい空間、情
報基盤などが整備され、生活しやすい環境に繋がっていくと良いと思います。

データ整備は引き続き進めるとともに、当事者の事情なども可能な範囲で紹介すると、協力の意識づけになるのではと
思った。

難しくならない方法でのデータプラットフォームを目指しているところが勉強になりました。今後、都市局や道路局との
データ連携が進めば、垣根が小さくなるきっかけにならないかと感じました。ウォーカブルやほこみちとの連携も必要か
と思います。

道路施設の点検業務で得たデータを歩行空間ネットワークデータに有効活用することが出来ないかと感じた。

とても良い取り組みだと思います。改善というほどではないですが、技術的な課題や歩行困難な方のご意見をオープン
に公開して頂けると何かしら良い結果があるのではと思いました。

「歩行空間DXに関する取組について、良い点や今後に向けた改善点を自由にご記入ください」（抜粋２/2）



人・ロボットの移動円滑化のための歩行空間DX研究会ホームページ
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昨年度開設した「歩行空間DX研究会」ホームページを継続的に運営。研究会メンバーの参加フォーム、ワー
キングの活動状況報告、独自の取材記事等を提供。今年度は研究会MLの運用を追加。また、シンポジウム
開催に合わせて、シンポジウム案内ページへ遷移するためのバナーを掲載した。

歩行空間DX研究会ホームページ ワーキンググループ活動報告 独自取材記事の発信

R6年度：3件 R6年度：17件



研究会員向けのサービス・コミュニケーションツールについて
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シンポジウムのアーカイブ動画の視聴等、会員限
定の特設ページの作成による参加申込の促進

第2回「歩行空間DX研究会シンポジウム」YouTubeアーカイブ動画
等を研究会員向けに限定公開

メーリングリストを活用した情報提供・共有研究会員用の特設ページ

例）シンポジウム開催時や国交省プレス、独自取材記事作成時に発信

研究会員への情報提供

研究会員同士の情報共有

⇒ 会員から研究会員全
体にメーリングリストを
用いて情報を発信・共有

会員登録することで、研究会員全体にメールを発信することが
できるメーリングリストが使用可能に。

R6年度：約50通
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歩行空間DX研究会ホームページへのアクセス状況

40

〈研究会HPへのアクセス数推移〉

4月 5月 6月 7月 8月 9月

取材記事公開のタイミングでアクセスが伸びる傾向がある。また、シンポジウムの広報期間から開催時
期（12月中旬から1月下旬）にかけて、アクセス数が増加している。特にシンポジウム関連のページや申
込ページへのアクセスが伸びた。

10月 11月 12月 1月

第2回シンポジウム開催

シンポジウム参加申込受付期間中、申込数が最も多かったのは
12/17でアクセス数は923PV。アクセス数が最も多かったの

はシンポジウム当日の1/23で976PVだった。

シンポジウム参
加申込受付開始

令和6年度第1回「歩行
空間の移動円滑化デー
タワーキンググループ」

開催

坂道判定アプリ「な
び坂」取材記事公開

人とロボットが”普通に”暮らす
世界を目指して。自律走行型
運搬ロボットと歩行空間ネット
ワークデータ活用におけるソフ

トバンクの取り組み公開

「東京ステーションナ
ビ」が支援する、まち
づくり・エリアマネジメ
ント活動のDX公開

「ママパパマップ」
取材記事公開

「OpenStreet
Map」とは取材

記事公開

令和6年度第2回
「歩行空間の３次
元地図ワーキン
ググループ」開催

渋谷区「簡易版歩行
空間ネットワーク

データ整備実証」レ
ポート公開
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• 研究会の所属別分類では、民間企業、一般市民に次いで自治体が多い。
• シンポジウム開催時期に研究会参加登録者が増加。
• 今年度は、シンポジウム参加申込時に研究会参加に関する意向をあわせて確認したため、登録者が急激

に増加した。

歩行空間DX研究会 参加登録状況

参加登録者の分類

※研究会への参加は、本研究会の目的の実現に意欲的な個人として募集
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研究会への会員申込み数推移(月ごとの集計)

建築設計業 49名 16%

情報通信業 22名 7%

製造業 22名 7%

建設業 18名 6%

シンクタンク・マーケティング・調査 

12名 4%

不動産 6名 2%

旅行・観光 4名 1%

空輸 4名 1%

その他サービス 29名 10%金融業 4名 1%

不明 3名 1%

個人

77名

25%

自治体

25名

8%

大学 21名 7%

その他団体 13名 4%

研究会参加者
309名

（R7.2.1時点）

12/16シンポジウム
申込開始



リポスト数･･･投稿を他ユーザーが引用し、再投稿した回数 いいね・・・ 投稿が他ユーザーのお気に入りに登録され、共感を示された回数 インプレッション・・・投稿が他ユーザーの画面に表示された回数

Ｘ（旧Twitter）を活用した広報活動
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集計月 4月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

フォロワー数 239 238 241 247 252 258 262 264 268 277 281 -

新規投稿数 2 1 6 8 4 4 5 4 7 3 2 -

〈月別の投稿 集計結果〉

「リポスト」や「いいね」が多い月は、インプレッション数も上昇傾向。7月はフォロワー、いいねが増加。シ
ンポジウム案内・開催時期の12月・1月はフォロワー数が増加し、インプレッション数が突出した投稿はな
いが、それ以前と比較して平均的にインプレッション数が多くなっている。

リポスト数 3 5 12 23 12 7 7 7 16 7 3 -

いいね数 28 9 24 40 23 21 11 15 18 12 6 -

インプレッション数 1,448 1,543 3,509 10,185 3,081 4,709 4,630 3,112 6,308 6,596 1,160 -

シンポジウムの広報期間と開催月にフォロワー、いいねが増加
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2024年4月 2024年5月 2024年6月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月
＜X投稿の表示回数推移＞

・WHILL島根大学
病院（7/16）

シンポジウム
開催予告（1/16)

当日（1/23）

TIER IV
自動運転（7/3） あしらせ

報道ステーション
（9/26）

名古屋自動配送
実証（12/9）

INIAD講義
（5/13, 6/7）

ナビレク
バリアフリーマップ

（9/3）
神戸市バリアフ

リーマップ（12/2）

福島バリアフリー
マップ（12/26）

歩行空間ネットワークデータ
整備仕様の改訂（7/30）



今後のX（旧Twitter）の投稿方針について
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継続投稿による表示回数増加 固定ポストの活用によるフォロワー数の増加

期間限定通常時

⚫ 取材記事により、閲覧数の増加が見込めるため、継続的に実施する
⚫ フォロワーの多いユーザー（アンバサダー等）からの「リポスト」や、

取材記事の引用リポストによる表示回数増加、他ニュースソースと
の相乗効果を期待

幅広い内容を継続的に投稿することで、周知を高める

バリアフリーマップ

注目度の高い投稿を最上段に固定することでインプレッション数が
伸び、また、アカウントページのフォローボタンへアクセスしやすいこ
とでフォロワー数増加につなげる。

研究会メンバー募集 シンポジウム広報期間

表示回数の増加

歩行ナビゲーション 自動配送ロボット

開発者の声 ユニバーサルツーリズム活動報告
フォロワーの増加



イベント・学会への参加
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土木計画学秋大会 G空間EXPOへの出展

2024年11月に開催された土木計画学秋大会にて、
WGでの議論内容等を口頭発表。

2025年1月29日～31日に東京ビッグサイトで開
催されたG空間EXPOで展示ブースを出展

アンバサダーからのコメント提供

網本麻里選手

本施策により誰もが分かりやすく快適に移動が

可能になっていけると思っております。私自身

は自分の足で歩行が可能ですが、障がいの関係

で長距離を歩くことが難しいので、アンバサ

ダーとしてもそのような人でもこのようなサー

ビスを利用していくことの必要性などをこれか

らもっと広めていくことが出来るように一緒に

取り組んで行きたいと思っています。

この度、バリアフリーナビプロジェクトの

アンバサダーを拝命しました瀬立モニカ

です。時代の変化と科学技術の向上とと

もに移動に障壁を感じる場面が年々少な

くなっています。私はカヌー選手として活

動していますが、陸上でも水上と同じよ

うに誰もが自由に動ける時代が来ること

を期待しています。瀬立モニカ選手

展示ブースの様子



（参考） インプレッション数上位の投稿内容（4月～2月中旬）
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内容
リポスト
（リツイー
ト）

いいね インプレッション 投稿月
ポスト

（ツイート）

1

島根大学病院でWHILL自動運転サービスが導入されています
患者さんの院内の移動にWHILL自動運転サービスが導入されているようです。
移動インフラとして運用されている記事をご紹介します
#自動運転 #医療DX #車いす

3 5 4,097 7月

2

第2回「 #歩行空間DX研究会シンポジウム 」開催
（1/23（木）14:00～）
持続可能な移動支援サービスの普及・展開に向けて、有識者・民間事業者・行政
等の関係者による意見交換・情報共有を行います。参加申込はこちらから
#国交省 #バリアフリー

2 1 3,856 12月

3

高精度の3次元地図データを用いた、最新の自動運転技術に期待が高まります

#自動運転 #オープンデータ #物流問題
1 3 2,302 7月

4

目が不自由でも一人で安全に歩きたい！
足に振動でルートをお知らせする移動支援デバイスなど新たな取り組みが
紹介されています
#バリアフリー #移動支援

2 12 1,575 9月

5

【取材記事】「 #歩行空間ネットワークデータ 」を題材にした講義について
東洋大学情報連携学部・INIAD様にお話をお伺いしました
バリアフリーへの気づきやオープンデータへの関心など学びの多い講義の様子が
うかがえます。詳細はこちら #国交省 #バリアフリー

6 12 1,123 6月

6

東洋大学情報連携学部・INIADの講義「情報連携学概論」のなかで、
「歩行空間ネットワークデータ」に関する施策紹介を行いました
たくさんの学生のみなさまに聴講いただきました
#国交省 #バリアフリー #移動支援サービス

0 3 1,117 5月

7

松山市でバリアフリー旅行をもっと身近に！
#松山市 ×ANAが「#ユニバーサル地図 /ナビ」を提供開始！特別支援学校の
修学旅行向けに観光スポット情報やバリアフリー情報などを掲載。全国初！
災害時の避難所情報も掲載しています #バリアフリー #UniversalMaaS

2 5 1,016 8月

8

AI搭載で人混みにも対応
自動配送ロボットが身近になってきています 

#自動配送ロボット #物流問題

2 1 990 12月
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